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フランス古典劇に関する二つの同時代資料
について
内　海　利　朗
　Samuel　ChapPuzeauの“Le　Th6atre　fran¢ois”と，　Jean　Nicolas　du　Tralage
の“motes　et　DoCuments　sur　l’HistOire　des　Th6atres　de　Paris　au　XVIIe　Siさcle，，
は，L’Abb6　d’Aubignacの“La　Pratique　du　Th6atre”（1637）とならんで，
フランス古典劇に関するいわゆるdocuments　contemporainsのtrioを形成す
る6前者は1674年にリヨ7で刊行され，後者はLe　Bibliophile　Jacobこと
Paul　Lacroixによって1856年にパリのアルスナ・一・一ル図書館でその草稿が偶然
発見された後，1880年にPaul　Lacroix自身の手で刊行され，　Paul　Lacroixな
らびにGeorg6s　Monvalによって編纂されたNouvelle　Collection　moli6resque
17巻（1879－1884）の第5巻全体を構成する。Chappuzeauのものは1867年に
Edouard　Fournierの註釈とPaul　Lacroixの略伝の付いた再版がブリュッセル
で刊行された後，本文を厳密に校訂した版が1875年に，パリにおいて，Georges
Monvalの手で刊行された。筆者が参照したのはMonva1の版で，アルスナー
ル・図書館のCote，　Rt　1633．をマイクロ・フィルムにおさめたものである。　du
　　ノTralageのものはSlatkineのリプリント版を用いた。　Collection　moli6resque
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）（P，P．　Paul　Lacroix．1867－1875，20　vols．）からの通し番号では第25巻目にな
る。なお二人の編者のうちGMonvalはフランス国立劇場（la　Com6die－Fran－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）gaise）の司書兼記録保管人（archiviste　biblioth6caire）であり，　P．　Lacroixは
』ア『ルスナール図書館の司書（biblioth6caire）である。両者は文学の分野でも科
学的研究の気運が大いに高まった19世紀において，17世紀フランス演劇の基本
　　　　　　　　　　　　　　　一　1一
資料の収集ならびに刊行の分野で第一級の功献をした人々である。
　拙論の意図するところは，これら二つの資料が特にMoliさreを中心としたフ
ランス古典劇の理解にどの程度功献しているのかを自らの眼で再検討すること
である。すでに評価の定まっている資料を再検討することにどんな意義がある
のかと言われるかもしれない。しかしその評価は本当に定まっているのであろ
うか。問題なのは過少評価ではなく過大評価である。学者たちは自分たちの論
証に都合のよいところだけこれらの資料を適宜に利用しているが，資料全体と
しての評価は下されていないと言ってよい。
　まず第一に，これらの資料は大まかな内容的区分がなされているとはいえ，
両者共，形式的にみて論理的整合性にいちじるしく欠けている点が目享つ。内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　ノ
容は再三にわたって重複し，記述の順序がどのような基準に基づいて決められ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　4ているのか不明な場合もしば1L，ばみられる。第二」に，これら．q）奪料｝二はわれわ
れの目からみて，どうでもよいと思われる部分や冗漫な認述が数々含まれてい
る。覚え書きや資料を手当た．り次第にならべた感の強いdu　Tralageにおいて
も，また編註者であるMonvalからも著作家としての資質の凡庸さを指摘さ
れているChappuzeauにおいても共にそうした傾向ヵミいちじるしい。そこで
われわれとしては改めて全体をふるいにかけ，取捨選択をして，われわれなり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノの整理と再評価を全体にわたって行なっておくことが必要であろうと考えるの
である。documents　contemporainsとして珍重されているが故にいっそうその
必要を感ずるのである。
　ChapPuzeauの著作は三部に大別されている。すなわち，1e「livre，2・livre，
3e　livreである。さらに1e「1ivreは24の部分（1－XXrV）に，2e　livreは1＄の
部分（1－XVIII）に，3e　livreは56の部分（1－LVI）に細分されている。
　1e「livreは主として劇（Com6die）の効用を述べ，2e　livreは劇作家の活動
がその主たる内容であり，3e　livreでは俳優がその主題となる。　　　　　，
　われわれにとって稗益するところ大なのは2e　livreと3e　livreにみられる演
劇活動の具体的な記述であρて，1e「　livre・で展開される一一eq論はきわめて退屈
　　　　　　　　　　　　　　　一　2　＿
あるばかりか，その陳腐な記述を通してわれわれが歴史的知識としてうるとこ
ろもきわめて少ない。そこで長々と展開されている論旨はcastigat　ridendoと
いうたったのふた言で要約できるものである。多少表現は異なるが，そのこと
はMoli6reがすでにTartuffeに関する国王宛の第一の請願書（premier　placet）
の冒頭で述べていることでもある。すなわち，corriger　les　Hommes，　en　les
divertissantである。あとでみるように，　du　Tralageも演劇の効用を述ぺてい
るくだりで同じ表現を用いている。三者の表現が偶然に符合したとしても不思
議はない。castigat　ridendoは近代のラテン詩人santeul（1630－1697）の考
え出した金言で，Arlequin役Dominicoのために詩人が舞台の幕に書いてや
ったことばであり，演劇を擁護するためのいわば社会通念化した表現だからで
ある。一群の批評家たちが，Tartuffeの請願書にみられるMoliさreの前記の
ことばを必ずしも字義通りには解さず，Tartuffe論争の危機のなかで，自作や
自分の主宰する劇団を擁護するための自己弁護のことばとして，かなり割引き
して受け取っているのは前述のような点から考えても正しいと言えるのではな
かろうが。
　いずれにせよ，ここでわれわれにとって興味深く思われる点は，Moliさre，
一　ChapPuzeau，　du　Tralageのみならず，さらにはd’Aubignaeにおいても，劇
を正面切って擁護するに当たって，劇の倫理的効用が異常なほど執拗に強調さ
れる傾向が共通にみられることである。
　このことは，演劇活動，特に専門の俳優による市井のそれに対する宗教的反
感の強さ，教会や教父側の偏見や疑惑の強さを端的に物語るものと解してよい
であろう。このようにみると，Chappuzeauの陳腐な論旨にもそれなりに歴史
的意義が認められるのである。
　さらにその論旨を仔細にながめてみると，十数世紀にわたる教会や教父（特
に公会議）側の偏見に対して，彼なりの工夫をこらして反論を展開しているの
が看てとれるのである。
　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　彼はまず，Col1さgesや修道院における芝居の上演をとりあげる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この種の
演劇と市井のそれとの相違は，前者では第一にラテン語が用いられること，第
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二には女優が登場しないことであるが，特にあとの点についてChaPPUzeauは，
女優は登場しなくても，雄の観客はたくさんいたと述べて，M11・G。um。多恥
証言を援用し，さらに，女優の登場と，一般には法律で禁じられている女装し
た男の登場とどちらがblamableであるかと反論している。そして彼は，キリ
スト教の倫理が人間情念の正しい抑制や指導を目指すものであるかぎり，そう
した倫理は作家の創作目的とも合致するものだと述べている（以上VI）。
　さらにChappuzeauは教会側の演劇に対する否定的な見解は残酷な場面や
不道徳な場面の多い古典古代の劇と，もっと洗練された当代の劇との混同に根
ざすものであるとし，　「作法」biens6ance「の律を守れば劇がけがらわしいも
のになることはないと主張する似上VIII）。ここに述べられている意見も，
先に触れた創作の目的とキリスト教倫理が合致するという見解も，両者ともご
くありきたりで，底が浅く，これだけで教会側のリゴリストが納得してくれると
当人が大真面目に考えていたとすればその楽天主義には唯驚くよりほかない。
Monvalがun　optimisme　aimable，　mais　un　peu　bana1と評する所謂である。
しかしまた・この種の見解においてはdu　Tralageの抜葦したLe　Nobleの見
（6）
解も大同小異であることを考え合わせると，必ずしもChappuzeauの個人的な
資質のみには帰せられない時代的な要因があるのかもしれない。
　ここでもうひとつ注目すべき点は，ChaPPUzeauが教会側の見解をできるか
ぎり尊重した上で自分の意見を述べていることである。要するに，相手に真向
うから対抗するのではなく，一応相手の顔を立てながら自説を展開するのであ
る。当時としては教会側の有形無形の圧力に抗して自説を述べようとすればこ
のような配慮が必要だったのであろうか。それとも自分の考えをそのまま素直
に述べた結果そのようになったのであろうか。
　たとえば彼はVIIIの終わりで次のように述べている。
＆ce　n，est　proprement　que　contre　les　spectacles　ou　sanglans，　ou　deshon－
nestes，　qui　combatent　la　charit6＆Ia　puret6　du　Christianisme，　que　les
Conciles＆les　Peres　se　sont　declarez．
　　　　　　　　　　　　　－　4　一
さらにIXでは，
Mais　en丘n　l’on　veut　absolument　que　l’intention　des　peres　ayt　est6　plus
loin　que　les　spectacles　sanglans，＆que　n6tre　Comedie　doive　estre　com－
prise　dans　leur　censure，　ce　ne　sera　peut　estre　pas　une　absurdit6　de
croire　qu’ils　n’en　us6　de　la　sorte　que　pour　couper　de　plus　pres　la　racine
aux　abus　de　ces　spectacles　cruels＆lascifs　qu’ils　ont　tres　justement
condamnez，　en　condamnant　tous　les　spectacles　generalement，　de　quekque
nature　qu，ils　pussent　estre．
とまで言い切っている。そうしてみると案外本音が出ているのかもしれないと
も思えるのである。
　彼はまた，滑稽物のなかではHa　Dieu！とか，　Mon　Dieu！とか，　Bon　Dieu！
といったたぐいの感投詞を除いては，神の名を口にしてはいけないと大真面目
に論じてもいる（XVIII）。たとえば，小間使が恋人と話しているのを女主人公
に聞きつけられた時に，彼女はその弁解として，神に祈っていたのだなどと言
ってはいけないと言うのである。召使いたちは大声を出して本を読む習慣があ
るから，前記のような場合の言訳としてはそうした習慣を利用すぺきだと主張
する。
」しかしまた一方彼は，同じカトリック教国であるイタリアやスペインの例を
引き合いに出して，イタリアでは娯楽に対して教会側ももっと寛大であるし，
スペインでは僧服を着た入物が堂々と舞台に登場していると述べて，フランス
教会の偏狭さを間接的に批判している。こうした見解にはいわゆる一種のコス
モポリタンとしてヨーロッパ中を遍歴した著者の見聞が自ずとにじみ出ている
と言ってよいであろう。
　彼は演劇が尊重された例としてギリシア・ローマの古典古代，スペイン，イ
タリアを引き合いに出すほか，自国の例としてはRichelieuやルイ十四世の文
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芸保護をとりあげ（以上V），さらに演劇擁護iの論陣をはるために戦争，絵画，
印刷術や印刷業者といったものを暗喩として用いるが（IX，　X，　XI），その論
法は，戦争に残酷な場面がつきものだからといって正しい戦争まで否定するわ
けには行かないとか，狸雑な絵画があるからと言って絵画一般が否認されるわ
けではないとか，みだらな書物が出版されたからといって印刷術そのものや印
刷業者全体が非難されるいわれはないといった具合に，いわば特殊な例から一
般的な評価を引き出すな，というたわいのないものである。結局これらの比喩
を通して彼が言わんとすることは，どんなものにも長所と欠点があり，演劇も
例外ではあり得ず，したがって演劇においても，その欠点を除去して長所をの
ばすようにしなければならないというごく平凡な意見にすぎない。
　彼はRichelieuの文芸保護や改革，特にアカデミーの言語改革がフランス劇
の発展に果たした役割を高く評価して，Richelieuの名を再三挙げており，
Riche！ieuの死後，フランス劇が趣味の変遷の結果多少放縦の弊に流れ，悲劇
においては恋愛の比重が増し，喜劇においてはドタバタ的要素が増大してきた
ことを憂えている。
　しかし他方彼は，他のヨーロッパ諸国の劇とフランス劇とを比較して，劇の
二大目的であるinstructionとdivertissementを平行して追究しているのはフ
ランス劇だけであると自讃している。
　そしてこうした観点から，イタリア，スペイン，イギリス，フラマン，ドイ
ッの劇を批判する。
　まずイタリア劇ついては，フランス人があらゆる性格を演ずることができる
のに対して，イタリア人はavanture　tragiqueを演ずるのに不向きであり，フ
ラ・ス人がイタリ・劇に負。ているものは，灘仕鮒汰胆な跳睡1それに
音楽だとしている（XXI，　XXII）。
　スペイン劇については，それがイタリア劇の対極に位置するものであるこ
と，その国民性から「生得の，あるいは気取った壮重さ」から離れることがな
く，したがって喜劇よりは悲劇に向いており，フランスにおいてはあまり人気
が出ず，イタリア劇ほどにはフランスの観客を楽しませなかったが，彼らには
　　　　　　　　　　　　　　　一　6　一
詩的創意の面で恩恵をこうむっていると述べている。
　　イギリス劇については悲・喜劇の混濡といった，いわゆるrさglesの枠をは
み出した自由闊達さをその特徴とみなしている。
　フラマンやドイツ劇に対してはその評価がもっともきびしい。それらの劇に
はフランス劇のような優美さも繊細さもなく，その耳ざわりな言語も芝居には
不向きであり，俳優の演鼓も素人芝居の域を出ないと酷評している。　（以上
XXIII）。
　こうしたきめの荒い，大ざっぱな概観には異論の余地もあるが，大すじにお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）いては見当はずれではない。たとえばスペイン劇について言えば，Martinenche
が詳しく述べているように，tragi－com6dieというgenreの流行によってスペ
イン劇導入の素地を作ったフランス劇に対する影響は決して小さくないのであ
るが，その影響はイタリア劇のように実際の上演を通してはいって来ているよ
りは，はるかにlivresqueなものが多いのが実情である。彼が指摘している詩
的創意の面での恩恵とはそのことを指しているものと解される。具体的には
、Lope　de　Vegaのcomediaの主人公に典型的にみられるように，「もっともロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）マネスクな狂気ともっとも激しい欲望との出合い」，その拮抗から生ずる光が
瞬間的に照らし出す人間性の深淵の啓示といったものである。
　さらにまた，フランス劇がイタリア，スペイン両者の行きすぎを遠ざけ，そ
の中庸をとって普遍性を獲得しているという指摘（XXIII）も大すじにおいて
正しい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）　　　　　　　（11）　2e　livreは3e　livreと共に，　E．　DespoisやP，　M61さzeなど後代の演劇史家
が活用した17世紀の演劇活動に関する具体的・実質的な内容に富んでいる。
　ここでは，主要な内容として，1．新作の提示（V，IX，　X），2．作品の朗読
（XI），3，作家の報酬（XII，　XIII），4．年間を通じての新作上演の時期（XIV），
5．上演の曜日，6．配役の問題（XVI），7．下げいこの問題（XVII），8・作家
と作品のリスト（XVIII）がとりあげられている。そのほかに，順序は前後す
るが，9．演劇活動における作家の位置，その重要性（1），10．2e　hvreの内容
　　　　　　　　　　　　　　　一　7　一
一作家と作品を簡明に紹介すること，批評はさしひかえること一（II），11．
作家や作品の分類方法と選択の基準（VIII），12．作家の天分の種類　悲劇の
場合，trag6die　h6roiqueに向く天分とtrag6die　de　passionに向く天分，悲
劇，喜劇の両方にまたがる天分とその例としてのRotrou（IV），13．アカデミ
ーへの讃辞，特に文芸の指導者としての権威と言語改革の完壁さに対する讃辞
　（VI，　VII，　VIII）。8から13までについてはとりたてて言うほどの内容はない
ので，1から7までについて少し詳しくその内容を紹介しよう。
　1．新作の提示については次のようなことが述べられている。
　有名作家も友人に新作をみせて意見を求める。その場合は一一“幕ずつでもよい。
　新人は大作家やアカデミーの権威者に批評を求める。アカデミーは文芸批評
の権威として君臨する（以上V）。
　作家は作品の成功，不成功を占うために俳優たちの判断をあおぐ。俳優はし
ばしば彼狛身が作家鎌ね，「王室eeu団」（T・。up。’，。禺には5人の作家
　　　　　（13）兼俳優がいる（IX）。
　作家は応々にして自作に擬るから，作品が劇団の要望する期日に間に合わな
いことがある。そうした事情から，劇団には専属の座付作家が必要となる。以
上はXの最初の部分の記述であるが，XIIの冒頭には内容的にみてXのこの
部分におくぺきものが記載されている。すなわち，作家には作品の推稿にひま
のかかる作家と創作の筆の早い作家とがおり，Moliさreは後者に属するという
記述がそれである。さらにMoliさreに対する短い批評がそのあとに続くが，
Chappuzeauはそこで，　Moli6reは喜劇の領域で他の追従を許さぬ作品を創っ
たと最大級の讃辞を呈している。ChaPPUzeauは劇作家でもあり，その作品のひ
　（14）
とつをMoliさreの一座で上演してもらっており，また1656年にリヨンで刊行
した著搾おなかでも・ヨン巡業中のM。1・、，e一座の。とに言詑「たとえ巡
回劇団であっても，定住している劇団に少しも劣らない」と称讃しているとこ
ろをみるとその頃からMoliさre一座を直接あるいは間接に知っていたと考え
られるのであるが，何故か前記のle　Riche　impertinantも平均264リーヴル，
10ソルの収入という好成績をおさめたにもかかわらず8回の上演で打ち切って
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Bourgogne座に持ち込んでおり，その後も自作の多くをBourgogne座で上演
させている。劇団としてのMoliさre一座に何か不満があったのかもしれない
し，またBourgogne座で自作を上演させることによって立場上いわばMoli6re
の商売仇にもなったわけだが，こうしたことをあれこれ思い合わせてみると彼
のMoliさre批評の公平さには図らずもその入柄の一端がにじみ出ているように
思われる。
　再びXに戻ると，先に述べたことに続いて次のようなことが記されている。
すなわち，作家から自作についての判断を求められた俳優が，その作品に対し
て上演には不向きであるという判断を下した場合には，作家がいくら劇団員を
集めて朗読会を開いても上演にこぎつけることはできないということと，作家
が自作を劇団に持ち込む際には作家が自分自身で行く場合と友人を介して持ち
込む場合と二通りのやり方があるということの二点である。
　2．　朗読について
　新作は～劇場またはその他の場所で，日時を決めて集まった俳優たちの前で
朗読される。
　俳優たちの批評は各幕の終わりに行なわれ，最後に全体にわたる批評が，
　　　　　　　　　　　　　　　　（17）mtrlgue，　d6nouement，　liaison　de　scさnes，　versとcaract6reとの調和，　caractさre
の統一等の点について行なわれる。
　女性は慎み深さから批評の仕事は男にまかせて，このような席にはあまり顔
を出さないが，彼女たちにも出席する権利はあり，中には立派な批評眼をもっ
た女性もいる。
　主役を演ずる可能性のある女優は作者の曝からじかに前もって詩句の意味を
聴いておいたり，後に生ずるおそれのあるこまごました難点について予め作者
自身の説明を聴いておく方がよいから，そういう意味では，女性も朗読の席に
つらなることが望ましい。
　朗読会では，朗読の上手な作家と下手な作家がいる。（以上XI）。
　3．　作家の報酬について
　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　作家に対する報酬としてはある期間，上演のたびにdeux　parts（「二人扶持」
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とでも訳すぺきか）が与えられる。Despois・はこのくだりの引用に脚註をつけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）て次のように述べている。　「この慣用はParfait兄弟によれば1653年になって
ようやく始まったらしい。当時高名な作家であったTristanが，（当時まだ大
変若かった）Quinaultの処女作Ies　Rivalsを俳優たちに読んで聞かせる役目
を引き受けた。俳優たちはそれがTristanの作品だと思い込んで彼に100エキ
ューの提供を申し出た。だが，その作品が馳け出しの作家の作品だというこ
とがわかると，彼らはもはや50エキューしか出したがらなかった。そこで
Tristanはその作品が新作として上演されている間は，上演の度毎に収益の九
分の一をQuinaultに与えるようにしてくれという提案を俳優たちに対して行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）なった。この条件は受け入れられ，その後それが一般の慣用になった。」この
脚註によって「ある期間」ということばの意味は明らかになるが，deux　part・s
の意味はいぜんとして不明のままである。結局，part（取り分）とは一体何を
指しているのか。Chappuzeauを基礎資料として用いた二つの著作に・は，
Despoisのみならず，　M61さzeの著書にもその点についての解説は見出せない
のである。ChapPuzeauは前記の記述に続いて一回の上演の売上高が1660リー
ヴルの場合，14のpartsから成る劇団ではdeux　partsの報酬を受ける作家の
取り分は200リーヴル，それ以外の者たちは60リーヴル前後になると具体的な
数字を挙げて説明している。さらに続いてChappuzeauは，照明代や職員
（oMciers）の給料は前もって収入のうちから天引きされるのだと述べている。
天引きされる額が定かでないので正確な計算のしにくい面もあるが，ごく単純
な算術計算をすれば1660÷14＝118。それをpartの中味と考えて二倍にすれば
118×2＝236で，deux　part＝200に近い数字が出てくるから，　partの中味は一
応算術平均的に考えてよいのではないかと思われる。そうなると作家以外の人
々の取り分60リー一・ヴルはdemi・partにほぼ近いものとなる。しかし3e　livreで
触れるように，俳優たちの取り分には色々な種類があるから原文soixante
livres，　plus　ou　moinsという表現からみても，60という数字はあくまでも平均
的な数値である。
　作品が当たり，一日二回公演（double）で20回も続演されると作家も俳優た
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ちもふところが豊かになる。
　公演成績が悪く，失敗だとわかるとすぐにその作品をひっこめて，関係者は
互いになぐさめ合う。
　しかし公演する作品が当たるか当たらないかは前もって俳優たちに判断がつ
くから，、失敗することはめったにない。この点についてMonvalは巻末の註
で，上演の成功，不成功は多分に観客の気まぐれに負っているからChappuzeau
のこの個所の記述は正しくないとしている。（以上XII）。
　俳優たちは作家から作品を受け取った時に，その作品が当たるか当たらない
かを考慮せずに，一括現金払いで200ピストル（1ピストルはトゥールノワ貨
1q一リーヴル，したがって200ピストルは2000リーヴル）以上支払う場合がある。
　こうしたr括現金払いとかdeux　partsとかいった有利な条件での支払いは
成功の間違いない有名な作家にかぎられる。この記述に対してDespoisは
Racineが処女作，　Th6baideでdeux　partsを受け取ったという反証を挙げて
いる。
　作品が予想を越えた大成功を博すると，俳優たちは作家に贈り物をして自分
たちの劇団にその作家を長くひきとめようとする。
　ある有名な作家が劇団側の寛大さへのお返しとして自分の受け取った金のな
かか5．50ピストルを劇団側に返した例もある。
　新人や処女作の上演に対しては修業中のものとみなして金を支払わないか，
支払れれてもごくわずかな額にすぎなかった。この場合作家は上演をしてもら
っただけでも名誉だと考えるのである。先に挙げたDespoisの反証はこζに
も関わり，こうした習慣がinvariableではないと述べている。（以上XIII）。
　4．　年間を通じての新作上演の時期
　大作家の新作上演の時期は官廷がルーヴル宮かサンージェルマン宮に集まる
万聖節（11月1日）から復活祭までの期間に行なわれる。また冬期には英雄劇
が，夏期には喜劇が主に上演される（XIV）。　、
　5．渇演の曜目
　芝居の上演は金・日、・火の週三日行なわれるbただし1661年Thomas　Cor－
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neilleのCammaの成功以後，　Bourgogne座では週四日行なわれるようにな
ったとDespoisは述ぺている。臨時の祝祭日がそれに加わる。
　これらの曜日は慎重に選ばれているのである。なぜなら，月曜はドイツ，イ
タリア，街道沿いのフランス王国の諸地方では「大ミサの日」（1e　grand　Ordi・
naire）であり，水曜と土曜は市の立つ仕事の日であり，木曜はアカデミーや
coll6geにおいては「散歩の日」（jour　de　promenade）に当たるからである。
　新作の初演は金曜に行なわれるが，その日は日曜の入りを当てこんで，宣伝
を兼ねて選ばれているのである。（以上XV）。
　6．　配役
　劇団に受け入れられた作品の朗読が終わると役の割りふりが行なわれる。そL
U）際自信のある俳優たちはそれぞれ自分が主役になりたいと願うが，中には端
役で満足する者もいる。また主役を友入と交替でやる者もいる。
　女優の場合には男優の場合よりも役の配分がやっかいである。
　俳優の才能は多様で，やさしい情熱に向いている者，激しい情熱を演ずるのJ
に向いている者，真面目な役に向いている者，陽気な役に向いている者など色
々である。
　地方劇団では俳優同士の競走心がよりむき出しになるが，パリではこの種の
混乱をさけるために，作家が俳優たちを知悉している場合には作家に役の割り
ふりをゆだねる。
　配役は作家と劇団の共通の利益にかかわる故に重要である。（以上XVI）。
　7．下げいこ　　　　一
　配役がすむとせりふの暗記が始まる。急ぎの時には大作でも一週間でこな
す。記憶力のすぐれた者はどんな大役でも三日でこなす。二回目か三回目の下
げいこでその作品がうまく演じられかどうかのメドがつく。作品を十分にやり
こなせるようになるまで人にはけいこをみせない。最後の下げいこには作家も
立ち会い，本番と同じに演ずる。
　俳優に欠陥があり，声や物腰の点で演技が不自然であったり，せりふの意味
をよく理解していないような場合には俳優を途中で替えるこ’ともあるる
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　俳優の方でもどしどし自分の意見を出して互に忌揮のない批判をし合う。（以
上XVII）。
　8．作家と作品のリストは，現役の作家とその作品，一線をしりぞいた作家
とその作品，最近亡くなった作家とその作品の順に配列されているが，詳細は
省く（XVIII）。
　3e　livreでは，1．私生活における俳優の生活態度と俳優同士の相互関係，2．
劇団の管理・運営が主な内容であり，特に2が資料として貴重である。
　1における俳優の私生活に関する部分では，1e「livreにおいて劇の効用につ
いて述べた場合と同じく倫理的側面の強調が目立つ。著者はここでは俳優たち
との実際の接触，そこでの見聞を通してその本当の姿を伝えるのだとしている
が，それ故に，逆に多少仲間ぼめのきらいがないでもない。しかしいずれにせよ，
このように倫理的側面をことさら強調しなければならなかったことは演劇活動
に対する偏見もさることながら，この時代において，舞台における俳優を私生
活における俳優と同一視する傾向が社会一般にいちじるしかったことを示唆し
ている。こうした偏見に対してChappuzeauは，家庭における俳優は舞台にお
けるそれと同一ではなく，彼らの家庭生活は普通の市民の家庭生活と変わらな
い（V）として，様々な実例を挙げている。彼らは宗教行事にもきちんと参加し，
その証拠に，大祝祭日やキリスト受難祭には休演もする（V）。喜捨も人並以
上で，地方のある劇団では一番よい出し物を演じて，もうけの全部を土地の病
院に寄付した例もある（VI）。また子弟教育の面でもあらゆる点で普通の市民
の家庭と異なるところはない（VII）。劇団として誰か新人を採用する場合に
も，劇団という共同社会全体の和を保ち，その体面を汚さないように，俳優と
しての資質だけではなく，協調性や品行を重視する。そして，俳優たちの品行
の正しさを証明するものとして，Moliさreがvalet　de　chambreとして宮廷に
　　　　　　　　　　（20）むかえ入れられたように，俳優が顕職にむかえられた例がいくつもあると述べ
ている（IX，　X）。さらに彼は，俳優たちは国王をなぐさめる役目を果たして
　　　　　　　　　　　（21）いるから，全フランスの好意が彼らに集まり，また国王の庇護も得られるのだ
（X）と述べ，俳優術の効用として，若者たちの娯楽としても，また教育のた
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めにも芝居が一番適当であり，また俳優の声や演技は雄弁家の参考にもなる
（XI）としている。　Chappuzeauの描かんとする俳優の姿は彼自身の次のこと
ばにそのすぺてが要約されている。
ils　vivent　moraiement　bien，　ils　sont　francs　et　de　bon　conte　avec　tout　le
monde，　civils，　polis，96n6reux（XXX）．
　ここにもadmiratifと評されるChapPuzeau・の資質がよく現われている。
　俳優相互の関係については，共同体意識が強く，平等主義的で自由な雰囲気
を持っている（II，　XII，　XIV，　XVII）。
　俳優たちはお互に自由に批判し合い，能力に応じて役をわかち合．う。女優の
場合も同じであるが，彼女たちはとかく若い役をやりたがり，母親役の場合に’
も，妙齢の母親を登場させ，彼女たちの子供が彼女たちを四十歳以上にみせな
いように工夫することが作家の腕の見せどころとなる。結局，，女の場合は男よ
りも統制がむずかしい（II）。
　俳優たちは仲間が貧困に陥ることを好まない。したがってある俳優が年令や
病気を理由に引退すると，そのあとがまに座った人は先任者の生存中適当な扶
助料（pension）を支払うことを義務づけられる。パリでは有能な俳優は芝居
の世界に足を踏み入れた時から3・4千リーヴルの年収（rente）を当てにする
ことができ，退職する時にはその後の生活を維持するのに十分な金額が保障さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）れる。ただしこうした制度が確立していたのは・「王室劇団」Troupe　royaleだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）けで，国王が最近設けた劇団（「国王劇団」Troupe　du　Roi）でも劇団を安定
させる強個な基礎としてその設置が望まれている。かくしてパリの劇団では俳
優という職業には仲間を扶助する義務が課せられている。Bourgogne座では
死者の近親に100ビスbル贈って，死亡に伴う損失に十分な保障が与えられて
おり，また年功を積んだ人の老後の保障も行なっている（XII）。
　俳優間において男女は平等であり，女性の発言権は十分に保障されていて，
投票権も持っている。才能の相違は取り分の相違となるが，しばしば才能との
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　釣り合いよりは儀礼上の釣り合いが重んぜられ，当人の力偏はそれほどでなく
　とも配偶者の体面を考えてpart　entierやdemy－partが与えられる。だから俳
　優たちはその点を考慮してしばしば自分に有利な人を結婚の相手として選ぼう
　とするが，結婚は必ずしもそうした欲得つくでは成り立たない。夫婦げんかは
　共同体全体の利益をそこねるからなるべく内和でおさめようとはかり，第三者
　が仲裁にはいる　（XIV）。
　　俳優同士の間では時には主立った俳優たちがそれぞれ党派を組んで反目し合
　うことがあるが，最後には全体の利益を考えて和合する（XVII）。
　　’しかし，：：劇団相互間では各劇団の孤立性が強く，なかなか相互に協調できな
　い（XVIII）。劇団同士の競走心は激しく，同じ町で二つの劇団の公演日・時が
　かち合う時は彼らにとって不幸である（XIX）。このような場合には，それぞ
　れの劇団は徒党を組んで支持者を集め，支持者の多い方が勝ちを制する。しか
　し合同で公演する場合もあり，ソーミュールでそうした例がみられた（XX）。
　　仲間同士の間では平等主義を好む俳優たちも政治制度としては王政を好む
　（XIV）。その理由は王国においては劇にとっての題材が豊富だからである
！（XV）。フランス王国は俳優たちにとってもっとも住み心持が良い。国内は平
　和で，戦争は国外において行なわれているからである。ヨーロッパの三つの共
　和国のひとつでは俳優たちの姿がまったくみられず，帝国では二つか三つの劇
　団があるにすぎず，しかもあまり客の入りがよくない。俳優たちの好む自由も
　王国の方がある。王国には王侯の観客がおり，俳優たちは王侯から作法を学ん
　で舞台で生かす。アムステルダムではフランスの俳優たちは劇場の観客のなか
　に芝居を愛好する貴夫人を一人しか見出すことができなかった（XVI）。こう
　した記述には多分に体制順応主義，権力迎合主義のにおいが感じられるが，特
　にヴェストファーレン条約以後，ヨーロッパにおける政治的ヘゲモニーをにぎ
　ったフランスにおいては，演劇活動も一番盛んであったことは否定できない事
　実である。しかし，事実を述べながらそれがなんとなくそらぞらしくひびくと
　いうのはやはり著者の発想が貧弱だからであろう。
　　さて，3e　livreの自眉ともいうべき劇場の管理・運営の問題については，そ
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の内容を項目別に次のように分類することができる。
　（1）　出張公演，（2）　無料入場による被害とその対策，（3）俳優たちの
会合，（4）衣裳問題，（5）　劇場の維持と管理，収支の計算，（6）　劇場の
職員，（7）　売子，（8）　口上人（orateur）。
　（1）　出張公演
　劇団がルーヴル宮に赴く時には，必要に応じてカゴが提供される。サンージ
ェルマン宮やシャンボール宮やヴェルサイユ宮その他の場所に出かける時に
は，王室主馬寮からカゴや馬車や馬が提供され，さらに普段支給されている年
金（pension）のほかに，月1，0QOリーヴルの共用の特別手当（gratification）
と，各人の費用として一日2エキューが支給され，宿舎係からは宿舎が提供ざ
れる。夏と冬，パリその他の場所で上演する際には，王家から俳優のそれぞれ
に三本の薪ぶどう酒ひと爆，パンー個，ルーヴル宮の場合にはさらに白ろう
そく二本，サンージェルマン宮では2ポンドのたいまつが1本が提供され，雑
貨係の役人からそれらの品物が確実に届けられる。当時コマンソー（Commen・
saux）にいた王家における上演の際には毎月5エキューの礼金が支払われた旨
雑貨係役人の帳簿に記載されている。国王以外の王侯貴族も競って俳優たちを
歓待する。俳優たちはこのようにして王侯貴族と親しく交わり，必要に応じて
彼らの助力が得られるという利点を享受する（XXII）。都市や田舎における貴
族の館に出張する際にもカゴその他の必要なものの提供を受け，俳優たちは丁
重にもてなされる。俳優たちの方も費用を度外視して要望に応える（XXVII）。
　（2）　無料入場の被害とその対策
　国王は無料入場禁止の布告を出し，それにそむいて暴力沙汰が生じた場合に
は近衛兵（Gardes）を排除のために使うことを許した。国王の布告以前には平
土間（parterre）の半分が料金を払わぬ騒がしい連中でいっぱいになり，彼らは
桟敷席（loges）にまではいり込み，劇場側は客入りの割に収入が少なかった。
俳優がきちんと義務を履行するためにも正当な報酬が必要である（XXIV）。
　（3）俳優たちの会合
　俳優たちは劇場や団員の家でたびたび会合し，作品の朗読を聴いたり，役の
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割りふりを行なったり，上演についての相談をしたりする（XXV）。そうした
会合ではそのほかに，上演目録を作製したり，古い作品を整理してその一覧衷
を作る作業を行ない，夏の暑い時期や秋の散策の時期に劇場を維持できるよう
に準備するばかりでなく，上演のたびにあわてて演目を決めるための論議をし
ないですむようにする。さらに毎月会計係，帳簿係，監事たちの会計報告を聴
くためにも会合する。そのほか機械仕掛け芝居の準備や，祝儀・不祝儀の問題，
座員の増員，劇場の修理その他の臨時の問題で会合する（XXVI）。
　（4）　衣裳の問題
　新作のほとんどは新しい衣裳をつけて行なわれる。舞台で使うにせの金貨や
銀貨もすぐ赤くなる。一着のローマ風の衣裳には500エキューかかる。観衆を
満足させるためにはほかの費用を切りつめても衣裳に金をかける。その衣裳代
が一万エキュー以上になる俳優もいる。王室での上演の際には衣裳代として
100エキューまたは400エキューが支給される。一人の俳優が二つか三つの役を
演ずる場合には二，三倍の衣裳代を受け取る。上流人士との交際のためにも衣
裳代がかかる。流行も追わなくてはならないから利益はそれだけ少なくなる。
だが，俳優たちは正しく生きていることに満足し，彼らを支配する美しい情熱
U）ために個人の利益を犠牲にし，国王はじめ彼らを見に来てくれる観客を満足
させることに全力を尽す（XXVIII）。　　　　　　　　　　　　　　’
　（5）　劇場の維持と管理
　劇場内では特に次の三点に留意する。第一は舞台，淺敷，平土間などを清潔
1に保つこと。第二には，冬に火をたやさないこと。しかし昔はそれがなかなか
励行されなかった。第三には，夏期に劇場内を涼しくする工夫をこらすこと。
だが，この点では戸口がすぺて閉されていて，空気の流通が悪いのでなかなか
思うように事が運ばない。
　舞台の後ろには衣裳を着がえるための小さな仕切りを男優も女優も持ってい
る。知人が彼らを舞台裏に訪ねて来てもじゃまにならなければかまわない。上
演中は舞台に立っている俳優のせりふをじゃましないように，出演していない
俳優は静かにひかえている。そして出番と退場の指示は幕につけた紙切れに書
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かれている。
　芝居がはねたあとでその日の収入の計算が行なわれる。そこには座員の誰が
出席してもよい。会計係と帳簿係と監事は必ず出席する。収支の勘定は次のよ
うに行なわれる。まずその日の経費を差し引く。借入金は毎日の収入から少し
ずつ返して行く。必要な前払い金を決められた額だけ出す。これを差し引いた
残金が座員の間でわけられる。会計の一般報告は月一回行なわれる。劇場の家
賃は三ヵ月ごとに支払われる。（以上XXIV）。
　（6）　劇場の職員
　①　上級職員　　　　　　　　　、
　劇団に属し，給与は受けない。一種の名誉職である。これには次の三つがあ
る。すなわち，会計係（Tresorier），帳簿係（Secretaire），監事（Contr61eur）
である。
　会計係は帳簿係や監事と協同で会計事務を司り，金の保管と配分にたずさわ
る。日々の経費やすでに支払われた金を除いた売上金が会計係に引き渡され
る。前借りの返済，作家への支払い，新しい装置に要する費用の支払い，賃借
料の支払い，修理代の支払いも会計係の仕事である。会計係は自分が支出した
すぺての金銭の受け取りを取り出して，劇団の定める方式に従って毎月会計報
告を行う。
　帳簿係は帳簿を保管し，一日の収入と，経費の種目を帳簿に記載する。芝居
がはねてからその日の売上げについて入場券販売係から報告を受ける。新しく
採用した座員の名前や雇用条件も帳簿に記載する。会計係が帳簿係を兼ねる場
合もある。
　監事は会計に立ち合う。自分の手で帳簿に支出を書き込み，帳簿係と会計係
に手渡す。
　Marais座では二つの金庫を開ける二つの鍵を座員のそれぞれが保管してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）て，間違いの起こるのを避けようとしたが，こうしたやり方は二つの劇団のい
ずれにおいても今日では行なわれていない。
　②　下級職員
　　　　　　　　　　　　　　　一18一
　彼らは雇用人（gagiste）と呼ばれ，劇団から給与を受ける。支払いはきち
んと行なわれ，しかも一番早く支払われる。彼らはそのためによく義務を果た
す。次のような職種に別れている。すなわち，守衛（Concierge），筆耕兼プロ
ンプター（Copiste），楽士（Violon），入場券販売係（Receveur　du　Bureau），
場内整理係（Contr61eur　des　portes），場内警備係（Portier），舞台装置係
（D6corateur），助手（Assistant），案内係（Ouvreur　de　Loges，　de　Th6atre，
d’Amphith6atre），場内照明供給係（Chandelier），印刷係（lmprimeur），ビラ
はり人（Athcheur）である。
　守衛は次の仕事を行なう。劇場の開閉，劇場が清潔に保たれているか，乱雑
になっていないかといった点の点検，火の用心の見まわり，である。
　筆耕兼プロンプターは記録保管所の書記で，作品の原本を保管し，各俳優の
演ずる役どころを原本からうつしとって，それを俳優たちに配る。また，上演
中は台本を手に舞台のわきにいて，せりふを忘れた俳優たちにそれを教える。
そのために彼はsouMerと呼ばれる。この役目を果たすためには，慎重で，か
つ俳優の舞i台でのしぐさに精通していなければならない。また，せりふを教え
る際には大声を出してはならず，俳優の自尊心を傷つけてはならない。このよ
うに万事に慣重でないと，俳優を助けるつもりでかえって混乱に陥れてしま
う。プロンプターに一切頼らぬ俳優もいる。こうした記憶力のよい俳優はうま
く演技をリードして共演者を助ける。男優よりは女優の方が記憶力の点ですぐ
れているが，判断力では男優の方がまさる。
　楽士は通常10人で，彼らのいる場所は舞台のわきか，舞台と平土間の間のボ
ックスか，最近では音響効果のよい淺敷のひとつのなかにおかれる。彼らは各
幕の最後の二つのせりふをおぼえておいて，すばやくシンフォニーをかなで
る。
　入場券販売係は金がにせ金かほんものかを識別することを要求される。彼ら
は芝居がはねてから事務所を離れる。にせ金があった場合には自分がその分を
立て替える。
　場内整理係は平土間の入口に一人，淺敷の入口に一人いて，客の券をしら
　　　　　　　　　　　　　　　一19一
ぺ，客を所定の場所に座らせる。彼らは場内警備係の監督も行ない，彼らが客
から金を受けとっていないかどうか，客に親切であるかどうかを監視する。
　場内警備係は場内整理係と同数で，同じ場所にいる。彼らの仕事は混乱の防
止である。国王が無料入場禁止の布告を出す前には腕っぷしの強い者を雇っ
た。彼らは客を人相で判別する。券を持っていない者に対しては，相手が暴力
に訴えないかぎり，丁重に券を買うように誘導する。Bourgogne座では劇場
入口を除いて警備係は使っていない。布告のおかげで必要な時には近衛兵を動
員するからであるが，警備人を場内で使っている他の劇団も騒ぎが起こった時
には軍隊を呼ぶ。
　舞台装置係は通常二人である。新しい装置を作る場合など必要な時には共同
作業をするが，普通は交替で勤務し，したがって上演日には一人だけである。
彼らには気が利いていて，舞台の美化に功妙であることが要求される。また機
械の動かし方も知っていなければならない。地方劇団では舞台のわきにはいり
込んで来て上演のじゃまをする連中を追い出すのも彼らの役目である。彼らは
またろうそくの芯切りもするが，自分でその仕事をしたくない時には二人のろ
うそく芯切り人を用意する。芯切り人は迅速に，幕聞に仕事をしてしまわなけ
ればならない。一人は舞台の前で，一入は後ろで芯を切る。幕に火がつかない
ように特に気をつけなければならない。火の用心のために水のいっぱいはいっ
た大樽を用意しておく。ろうそくの残りは舞台装置係の余ろくとなる。
　動壬は俳優の使用人で，その待遇は話し合いによって決まる。機械仕掛け芝
居の時にはたくさんの助手を雇い，そのために臨時の費用がかかる。
　案内人は四・五人いる。貴族から心づけをもらって良い席に案内する。迅速
に客をさばくことが要求される。
　場内照明供給係は必要な長さ，重さ，太さの質の良いろうそくを準備，提供
する。ろうそくは白くて欠陥のないものでなくてはならない。臨時に用いられ
る照明の量や時間は定められていない。国王が臨席する場合には役人がろうそ
くを提供する。
　印刷係は上演作品が予告された翌日，早朝に，良質の紙にはっきり印刷した
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ポスターを所定の数だけもってくる。見本は前夜彼らの手に渡されている。
　ビラはり人は四辻等の適当な，指定の場所にポスターを正確にはる。Bour－
gogne座のポスターは赤，　Gu6negaud座は緑，オペラ座は赤である。（以上
L，LI，　LII）。
　最後に売店の売子（Distributrices　des　douces　liqueurs）とロ上人（orateur）
について触れておこう。
　（7）売子
　売子はいわゆる職員ではない。したがって劇団から給料はもらわず，逆に
800リーヴルのコミッションを劇団側に支払うのである。彼女たちは観客に飲
物やジャムなどを売るのであるが，その店舗は淺敷の近くにひとつと，平土間
にひとつ設けられている。店はいくつもの小さいシャンデリアや，多数の美し
い花瓶や，クリスタル・ガラスで飾られている。夏は冷たい飲物，ジャム，果
物（オレンジやレモン）などを売っている。冬は体のあたたまるブランディや
ぶどう酒などを売る（LX）。
　．（8）　ロ上人には二つの役目がある。第一は舞台でロ上を述べることであ
り，第二にはポスターを作ることである。芝居が終わったあとで述べる口上に
は次のような目的がある。第一は観客の好意を今後ともつなぎとめることであ
り，第二は来場に対する謝意を述べることであり，第三には次回の上演作品を
予告し，それに勧誘することである。口上の文句は普通の場合には特別に推稿
をほどこさないが，機械仕掛け芝居などのように劇場のぞとへ装置が持ち運び
できない芝居の上演に国王などが臨席する際には，その表現に特別の配慮を払
う。そのほかに，新作を推薦する場合や，受難祭の最初の日曜に先立つ金曜日
や，復活祭のあとで劇場を再開する時や，さまざまな作家の上演予定作品を予
告する際や，また特に劇団そのものの能力を表示する場合などにもロ上の表現
に細心の注意を払う。宣伝が予告に続く。宣伝は前回の大入りを吹聴し，次の
作品の長所を並べ立てて予約の必要を強調する。観客は芝居の上演中と同じよ
うに静かにその口上に耳を傾ける。そして簡潔で巧みな口上は上演される作品
と同様に観客を魅惑する。口上人は毎回新しい表現を工夫し，機智の豊かさを
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示す。その際，作家，作品，劇団自体に対する称讃のことばは控え目にしない
と観客の側から誇張していると受けとられる。次第に口上は簡潔になり，次回
の上演作品だけを告げるようになった。劇団員の集まりを召集するのも口上人
の役目である。開会を宜し，議題を提案し，会議をリードするのも彼である。
事を決したあとの処置も彼にゆだねる。彼はそれを名誉とし，その名誉が報酬
の代わりとなる。名劇団は有名な口上人をそれぞれ持っており，Bourgogne
座ではBellerose，　Floridor，　Hauterocheが名高い。　Marais座ではMondory，
　　　　　　　　（25）Dorgemont，　Floridor，　La　Roqueがその役割を果たし，特にLa　Roqueの働
きは目ざましく，27年間その役を続けた。Palais－Royal座ではMoliさreが口上
人として活躍し，彼の死の6年前にLa　Grangeにその役をゆずり，後者は
Gu6negaud座においてもその役割を続けた（以上XLIX，　LVI）。
　3e　livreにはそのほかに，フランス（パリならびに地方）の劇団とその変遷
や，周辺諸国の劇団（サヴォワ公の劇団，バヴァリア選帝侯のフランス劇団，
ブルンシュヴァイクとルネブルク公の劇団）の活躍のことが簡単に述べられて
いる。パリの劇団については「王室劇団」（Bourgogne座）の創設と発展，
Marais座との競走，　Moliさre一座の登場（以上XXXI），　Marais座のこと
（XXXVI，　XXXVII），「国王劇団」（Gu6negaud座）のこと（XXXV），　Palais－
Royal座のこと（XXXVIII），　Moliさreへの讃辞（XXXIX），　Marais座とPalais・
Royal座の合併（XL，　XLI），「国王劇団」（Gu6negaud座）の現状（XLII）な
どが述ぺられている。
　Moliさreに関する記述のなかで注目すべき点は，地方巡業中にConti公の庇
護を受けたと書かれていることであるが，この説はConti公とMoliさreとが
Collさge　de　Clermontの同級であったとする説とともに19世紀以後の伝記研究
で大いに問題となったところである。いまその問題に立ち入るわけには行かな
いから，ここでは単にGrimarestの伝記を含め他の同時代資料のいくつか男1）
Chappuzeauと同じことに言及しているということだけを付言しておく。
　Chappuzeauの記述のうちさらにもうひとつ注目すべきことは地方劇団に関
する記述である。彼は次のように述べている。
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　1．地方の劇団は離合集散がはげしい。劇場や，それを建てる適当な場所も
なく，才能ある座員もいない（XIII）。
　2．地方には12か15の劇団があり，可能なかぎり，パリの劇団と同じ規約に
従っている。地方劇団は初心者が修業を行なう場所でもある。パリの劇団から
ひき抜きが行なわれる。地方劇団は四旬節（Careme）の期間パリにやってく
る。その期間地方では観劇が行なわれないからである。パリではその道の大家
から色々学ぶことができ，また新しい契約や俳優の交換もその機会に行なわれ
る。
　3．サヴォワ公の劇団は優れた観察眼を持った観客層に恵まれ，王妃も芝居
好きで，フランスびいきであった。その宮廷には文学関係の図書が豊富に所蔵
Jされている。フランスの劇団は冬中トリノにいて，夏になるとアルプスをこえ
て帰国する。’
　du　TralageのNotes　et　Documents・…・・は「フランス劇」，「イタリア劇」，
「オペラ」の三つの部分に大別されているが，全体として覚え書き風の記述，
他の著書からの抜葦，．エピグラム，墓碑銘などが雑然とならべられているもの
である。ここでは「オペラ」の部分には触れないが，まず最初の「フランス劇」
の部分では直接，間接にMoliereに関係する記事が大部分を占める。　P　49か
らP．60にわたる古代・近代優劣論争も直接，間接にMoliereと関係がある。
その前に口笛による野次に関する記事がP・30とP・43～46に出てくるが，それ
は分量の点でもまた当時の風俗の一端をのぞかせている点でも注目される。以
上に加えてP．26～27にわたる，フランス劇の上演されるパリの劇場の室内装
飾，特に天井の寓意画に関する記事と，P・34～37にわたるLa　Nobleの1’Ecole
du　Monde中の劇に関する部分の抜革，教皇の演劇に関する熱意とその結果ロ
ーマに建てられた劇場の内部構造に関する記事，それとの関連で言及されてい
るフランスの劇場に関する記事などが主要な内容を構成する。そのほかには，
地方劇団では俳優の折角の素質が方言のアクセントなどで台なしになること；
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イタリアで盛んであった機械仕掛け芝居のこと；韻文が立派に書ける者は散文
も立派に書けるが，散文は立派に書けても韻文は必ずしも立派に書けないこ
と，前者の例はCorneille，　Racine，　Moliさreなど，後者の例はd’Ablancourt，
Arnauld，　pさre　Bouhoursであること；Barbin書店のこと，イエズス会の神
父Vitryが出資者の一人として実権をにぎっていたこと；Grammont元帥が
P．Corneilleの作品を国王の書斉にふさわしいと述べたこと；俳優が自分たち
の内和もめを法廷に持ち込んだことに関するマドリヵルとエピグラム；La
Fontaineのものとされているエピグラム；Claude　Boyerに関するエピグラム；
P．CorneilleがOthonの第五幕を三度まで書き直したこと；P．　Corneillqと
Racineはそれぞれの作品で一定の目的を追求し，いわゆる主題への集中がみ
られるが，凡庸な作家はとにかく主題から逸脱して聴衆を疲らせるということ；
BordelonがDiversitez　curieusesのなかで挙げているP．　CorneilleのLes
Triomphes　de　Louis　le　Juste，　treiziさme　du　nom，　roy　de・Franceのこと；初め
て劇場に出かけた肉屋が，平土間で野次ったために逮捕された話と彼を釈放す
るために出された請願書のこと；PerrinのオペラPomoneが不評だったこと
などが前後の脈絡なしに雑然とならべられている。
　直接，間接にM（1）　iさreに関係する記事は次のようなものである。
　L　Moliさreの地方巡業開始の時期，国王とMoliさreの関係，2．　Moli6re
死後の後継俳優たち，3．Misanthrope創作のきっかけ，4．　Molibreと
Scaramoucheとの関係，5．二つのフランス劇団の併合とそれに関連しての
La　du　Croisy，　La　Grangeに関する記述，6．　Amphitryon，7．　身持ちの
よい俳優と悪い俳優，8．Tartuffeとd6vot，9．　La　du　Parcの死とその墓
碑銘，10．Moliさre夫人とLa　Dupinの確執　と法廷論争，11．　G．　Dandin
の上演，12．　1682年版のMoliさre作品集，13．　Amour　M6decinの上演，14．
古代・近代優劣論争，以上である。
　1．では「モリエールは1644年ないし45年にボルドーで喜劇を演じ始めた。
デペルノン公が当時ギュイエーヌの総督であった。彼は才気があると思われた
この俳優を高く買っていた。結果は彼が間違っていないことを示した」という
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冒頭の記述がMoli6re伝記においてきわめて重要な証言となっている。その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）三部作のMoliさre伝記においてとかく否定的見解の多いMichautでさえ，
du　Tralageのこの発言については様々な角度からそれを擁護している。国王
とMoliさreとの関係ではdu　Tralageは国王が恋愛中のMlle　de　La　Valliさre
を楽ませるためにMoliさreに創作を急がせたと述べているが，この場合だけで
なく，国王からの注文の作品が常に急がされたことは周知の事実で，1’　lmpromp－
tu　de　Versaillesにもそのことが出てくる。
　2．ではLe　Rosimond，　Le　Raisin，　Le　de　la　Toriliere，　Le　Mont，　Le　Perier
の名が挙げられている。Le　RosimondはMoliさreの死後その滑稽役を演ずる
ためにMarais座からひき抜かれた俳優である。　Le　Rosimondのあとを若い
Le　Raisinが継いだ。彼は小Moliさreと呼ばれ，絶大な人気を博した。彼の死
後，彼の演じた役をすべてやれる俳優がおらず，ある役はMoliさre未亡人の夫
となったLe　Gu6rinにやらせ，守銭奴役や口やかましい老人役で人気を博し，
他の役はLe　de　la　Toriliereが受持って成功した。　Le　Montは新しい喜劇俳
優として地方の劇団からひき抜かれたが，その演技はあまりにも田舎くさく，
粗野で，村芝居にしか通用しない。Le　Raisinのように気の利いたところや繊
細なところがない。それ以上の者が出なくても，いずれはお払い箱になる俳優
である。Le　Perierはみるからにおとなしい俳優で，しばらくG．　Dandinや
その他の役を演じたが，平土間からの口笛の野次がひどく，それらの役を離れ
てLe　de　la　Toriliereにあとをゆだねた。　Le　de　la　Toriliereはいまでは押し
も押されもせぬ俳優になっているが，昔は貧乏役者であった。Bourgogne座
の俳優ので人である父親の尽力で劇団入りをした。そして様々な役を演じたが
成功せず，芝居道の勉強のために地方の劇団にはいった。いまでは平土間の人
気者である。本名はLe　Noir，妹はDancourtの妻である。彼は金持の友人た
ちを喜ばせるために散々この妹を利用した。彼は大変な遊び入で金つかいも荒
い6妻のColombineはイタリア座の主演女優で，家計のきりもりもなかなか上
手だったが，浪費家の彼は妻が一ヵ月かかって貯えたものを一日・二日で使っ
てし’まう。放蕩が崇って若死したle　Raisinと同じ結果になるおそれがある。
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　3・Le　Angeloがdu　Tralageに直接話したところはよると，　Le　Angeloは
友人のMoli6reとPalais－Roya1座の庭で雑談中，彼がナポリでみたle　Misan・
thropeという芝居の話をMoliereにした。そしてその主題をとりあげるべき
だと話し，怠惰な宮廷人という主人公の性格など，注目すぺきいくつかの特徴
について述ぺた。Moliさreはその話を注意深く聴き，二週間後にはその作品を
演ずるという広告を出した。Le　Angeloは大変驚いて，五幕の，見事な韻文
の作品がそんなに早くできたのかとMoliさreに問いただしたところ，うそでは
ないとMoliさreは答えた。
　4・MoliさreはScaramoucheの演技における自然な物腰を大変尊重し，し
ばしぽその演技を見に出かけ，自分の劇団の俳優たちの教育にも役立てた。
MoliさreとScaramoucheとの親交という重要なファクターが同時代資料によ
って証言されているわけである。さらにdu　Tralageはイタリアのcommedia
の創作方法が簡単な台本に基づく各俳優の即興であった点を合わせて指摘して
いる。
　5．二つのフランス劇団が合体してフォーブール・サンージェルマンの舞台
で上演が行なわれるようになってから，二人の新しい俳優がむかえ入れられ
た。一人はIe　Roselieで，もう一人はSevign6であり，後者は死んだle　de
La　Tuillerieの代わりになった。彼らはCorneilleのPolyeucteに出演し，　le
RoselieはPolyeucteを，　Sevign6はBaronの代わりにSevereを演じた。
その後Sevign6は借金に追われて劇団を離れ，のちにモンスで地方劇団に加
わっているのがみられた。Moliさre座の俳優1e　du　CroisyはTartuffeなどい
くつかの役をこなし，師匠であるMoliさreから親しく指導を受けた。　Moliさre
の死後，彼は痛風をわずらい，自分の家のあったパリ近郊のコンフラン＝サン
トーオノリーヌ村に引退した。友人たちは彼に会いにそこに出かけたが，彼は
そこで徳望ある人物として皆に尊敬される余生を送った。特に司祭が彼を尊敬
し，彼を最良の教区民とみなしていた。だから彼が死んだ時に，その司祭は悲
しみのあまり自分の手では埋葬の式ができず，友人の司祭にその役目をゆだね
たほどであった。この話は1695年10月にGuillet　de　Saint　George〔後出，
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30－31頁〕がdu　Tralageに語ったものである。　du　Croisyには娘が一人いてle
Poissonの息子と結婚した。彼女も女優であったが，平土間からの口笛の野次
に耐えられずに引退した。La　Grangeの方は本名をBeauvarletといい，ピカ
ルディー地方のアミアンの生まれであった。彼には兄弟が一人いたが，二人
共，口うるさい後見人をのがれて，それぞれちがった劇団の俳優になった。後
見人の死後，兄弟の方は劇団を去って自分の財産の管理に専念したが，La
Grangeの方は俳優としてパリで死んだ。
　6．ではMoliさreのAmphitryonが恋の描写においてPlauteのものよりは
るかに繊細である点が強調されており，古代に対する近代の優越という観点か
ら評価がなされている。
　7．　ではまず身持ちのよい俳優として次の名前が挙げられている。Moliさre
La　Grange夫妻，　Le　Deviller，　Le　Poisson夫妻（親の方），　Le　Beauval夫妻，
Le　Floridor，　M11・de　Longchamp，　Arlequin夫妻と二人の娘Isabelleと
Colombin俘，　Le　Michel　Fracasani（Polichinelle），　Le　Pierrot，　La　Beaumavielle
（オペラ），Le　Beauchamp。身持ちの悪い俳優としてはLe　Baron，　Moliさre
夫人，LLe　Champmesl6夫妻の四人が挙げられている。　Le　Baronは大のばくち
好きで，女の尻ばかり追いまわしていた。Moliさre夫人は幾度となく貴族たち
の思い者となり，夫と別れて暮らしていた。Champmesl6夫妻はお互いの浮気
が激しいために互に別れて暮らしていたが，妻の方が恋人の子供を腹に宿した
時に夫の方も同時に女中に子供をはらませていた。彼らのアヴァンチュールを
・まとめたら一冊の部厚い本ができる位である。以上の記述のうち特にMoliさre
夫人に関するものは字義通りにはとれないとしても，Le　Misanthropeのなか
にMoliさreとArmandeとの家庭の不和の反映をみる学者もいる位であるか
ら一応記憶に留めておく必要がある。
　8．では「イエズス会士，マンブール教父と俳優モリエールについて」と題
して，喜劇Tartuffe擁護がエピソードの形で示されている。すなわち，ある
d6vptがTartuffeとその作者Moliさreに対して怒りの叫びを発し，説教壇の
説教を模写してそれを平土間の笑いに供したのはけしからんと非難したのに対
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して，むしろMa㎞bourgの方がMoliさreのまねをしたからそれで今度は
Moli色reの方が復讐としてMaimbourgのまねをしたにすぎないのだと反撃す
るのがその内容である。
　9．ではLa　du　Parcの墓碑銘が8つ紹介されているが，多少のことばの
ちがいはあれ，才気あふれる美女の死を惜しむ点ではすべてが共通している。
　10．ではMoliさre夫人とLa　Dupin　との前者の嫉妬に発する葛藤が劇団を
二派にわけ，やがてそれが法廷に持ちこまれて争われたことがPolymeneの筆
を通してエピグラム風に述べられている。
　11．では1668年にヴェルサイユ宮の庭で催された大祝祭の描写と共に，劇や
バレーのために設けられた第一サロンで，その祝祭のために即興的に創られた
く｝．Dandinの初演が行なわれたことが報告されている。そうしてその祝祭あ模
様を伝えたあとに，ルイ十四世の戦功を讃える英雄詩が続く。
　12．Moliさreの「作品集」（huvresとして死後はじめて刊行された1682年版
・の作品集はMoliさreを直接識っていた二人の編者によるPr6faceと共に貴重な
資料となっているが，du　Tralegeはそれについて次のような報告を行なって
～・る。すなわち，編者はMoli6reの親友であったVivotと，　Moli6re座の俳
優でかつ故人の愛弟子であったLa　Grangeの二人であること，二人の編者に
よる「序文」（Pr6face）が付されていること，　Thierry書店から8巻本と・して
出版されたこと，これまで未刊であったle　Festin　de　Pierre，　le　Malade　imagi－
naire，　les　Amans　magnifiques，　la　Comtesse　d’Escarbaghas等が初めて刊行さ
れたこと，前記の諸作品についてThierryはMoli6re未亡人に100エキューな
いしは1500リーヴルの印税を支払ったこと，MoliさreによるLucrさceの翻訳は
Thierryの考えによってこの作品集には収録されなかったこと，若干の墓碑銘
が収録されていること，以上である。
　13・1’Amour　M6decinの上演についてはGuy　Patinの1665年9月22日付の
手紙が紹介されている。「最近ヴェルサイユ宮でM6decins　de　la　Cour（宮廷
医者）という喜劇が上演され，国王の前で医者たちが笑いものにされたが，国
王はいたくそれを楽しまれた。」du　Tralageはこの喜劇こそ1’Amour　Medeci1
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にほかならず，　「作品集」に収められ，医者に対する最初の調刺であると付記
して、蹴しかし医者に対する謙1｝ますでにD．Juan・AIII，・・に登場するか
　　　　　　　　　　　　　　（29）らこの作品が最初だとはいえない。
　14．古代・近代優劣論争は二つの部分から成っているが，最初の部分では，
古代の劇にはmoralit6がふんだんに盛りこまれているが，それらは退屈で，
主題を逸脱しているという点が批判されている。第二の部分はT6rence　Cor－
neille，　Moliさreの対話という形をとり，　T6renceの二つの作品Andrienneと
Adelphesが批判の対衆となり，二つの作品の最初の場面に共通にみられる結
婚前のh6roineの妊娠や，　Andrienneにみられる舞台裏からきこえる産婦の
叫び声やそれに続く場面での産婦の登場がbiens6anceにもfinesseにも反す
ること，Adelpheに登場する父親の一人Demeaの性格が五幕二場以後急変す
るのはvraisemblableに反すること，さらにAdelpheに登場する息子の一人
Clesiphonとその恋人で奴隷商人のところにいるいかがわしい女との結婚が父
親の権威で阻止できなかったことはbiens6anceに反することなどが批判の対
象となうている。90rneilleは妊娠が適当な時期に行なわれるなら，それはそ
れとして観客を喜ばせると妥協案を出しているが，それに続く，Adelpheと
ユ・Ecole　des　Marisとの比較においては，後者におけるSganarelleの性格の統
一，二人のh6roinesの賢明さが前者をしのいでいると述べ，近代の優越に軍
配を挙げている。しかし三者の対話は未完に終わっている。
　口笛による野次については最初に口笛を吹かれた作品はP．Corneilleの甥
FontenelleのAsparであるという記述が二個所（P・29とP・43）に出てく
る。さらに，口笛で野次られた最初の作品はTh・CorneilleとViz6の合作で
．あるla　Pierre　philosophaleとBaron　des　Fondrieresだとする説も紹介され
’ている（p．43）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）4パリにおいてフランス劇の上演される劇場の天井に描かれている寓意画につ
淋ては次のような説明が行なわれている。
　「真実」（V6rit6）は支配的な位置を占め，「悲劇」　（Trag6die），「喜劇」
〈Com6die），「詩歌」（Po6sie），「雄弁」（Eloquence）の真中に現われる。
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　V6rit6は舞台に現われる様々な性格のなかで表明されることを示すために中
心的な位置におかれているのである。
　Trag6dieは剣を持ち，その上演において，血なまぐさい事件が対象となる
ことを示している。
　Com6dieは鏡を持ち，それが取り扱う主題が何であれ，すべての人々がそ
こに已の姿を見出し，認めることを示している。
　Po6sieは書物を手にして，書くことに専念しているが，それはその才能が
倦むことのない勤勉さを要求されていることを示している。
　Eloquenceは雷光を手に持ち，たくみに言い表わす技巧は心をもえたたせる
一種のほのほであり，その力には太刀打ちできるものがないことを表わしてい
る。
　第一グループを構成するこれらの絵画の上，天井の中程にはいく人かの子供
がいて，王冠を手に持ち，かって芝居の上演には賞が与えられたことを示して
いる。
　第二のグループは芝居の作品によって打ちのめされる様々な悪徳や悪しき性
格を表わす絵姿で構成されている。これらの像は，喜劇が彼らのことを人々に
周知させ，彼らを笑いものにしていることを自認しているかのように，目を鏡
にじっと向けている。
　V6rit6は頭上に孔雀の羽根をいただき，　Avarice（吝箇）は手に財布を持ち，
Luxure（淫乱）はみだらな様をしている。
　天井の天辺にはNuit（夜）の姿がみられる。　Nuitは臭の引く車に乗ってい
る。NuitとJour（昼）の娘であるHeures（時間）はNuitが来たことを示
すために幕を開けているが，それは通常，舞i台を開けて，照明の助けによって
舞台の人物をみせるのにNuitを待つからである。
　数多くの小さいAmours（愛の神）が軒蛇腹の上にいて，　Graces（優美女神）
の特性を表わしている。その他の多くのAmoursは花つなを手に建造物を飾
り，模造のバルコンには合奏している楽士たちの姿がみられる。
　以上が1692年当時のフランス劇場を飾っていた絵画である。この記述は絵画
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アカデミーの修史官Guillet　de　Saint　Georgeの手に成るものである。
　Le　Nobleの1’Ecole　du　Mondeからの抜華は演劇擁護論が父親と息子との
対話（息子Trimageneの質問に対する父親AristipPeの返答）という形で展
開されている。まず，演劇は若者にとって有害でないかというTrimageneの
質問に対して，Aristippeは昔の教父たちが演劇に反対したのは演劇の質が低
かったからで，いまでは質が向上しているからそのおそれはないと答え（この
点はChappuzeauの見解とまったく同じである），喜劇におけるMoliさreの功
績を讃え，さらに悲劇についてはそれが美徳のマクシムのもっとも純化した形
だと述べている。さらに，et　de　m’y　corriger　en　me　divertissantという表現
を用いているところをみると，Tartuffeの請願書以来この言いまわしが演劇擁
護の決まり文句となった感が強い。Aristippeの答弁のなかにはかなり苦しい
こじつけもあって，演劇のなかで感覚や官能に訴えるものには目をつむり，精
神に訴えるものだけから教訓を汲みとらなければならないなどと言っている。
また自分を矯正するには説教を聴きに行った方がよいとする演劇の敵たちの反
論に対しては，いつも説教ばかり聴きに行くわけにはいかないし，精神には休
息というものが必要だと述べているが，こうした見解もChappuzeauのなかに
じばしばみられた擁護論と規を一にする。
L．，nj皇の尽力によってローマに建築されたイタリア最大の劇場についてはその
内部構造について次のような記述がなされている。すなわち，平土間から大き
な石の階段を通って客席（salle）にあがる。段々高くなっている六列の淺敷が
あり，各段には36の桟敷があって8つの違った階段でそこに出入りする。平土
間と高さが同じになる第一列が一番値段が安く，第二列と第三列が一番良い席
とされている。数回の上演を通して予約されるので，その桟敷にはじゅうたん
がひかれ，念入りに飾られる。1696年1月15日に新作のオペラで開幕した。
　　　　　　　　　　　　　（30）　パリにおけるフランスの劇場はサン＝ジェルマン・デ・プレのブォッセ街に
ある，エトワールのジュー・ド・ポーム場に建設されたもので，20万リーヴ
ル以上の経費を要した。Dancourtの悲劇Polyxeneと同一作者の喜劇la　Foire
Saint－Germainの二つの作品が上演された際には国王の臨席を仰いだ。その際
　　　　　　　　　　　　　　　一31’一
のDallcourtのあいさつが収録されているが省略する。その折には24本のシャ
ンデリアに照らされて，絵画や装飾がひときわはえた。
　「イタリア劇」の部では主に次のことが述べられている。
　1・Arlequinの死亡に伴う休演と劇場の再開。再開の際の入場料は次のよ
うになる。
　下のひとつの桟敷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ルイ金貨
　下のその他の淺敷，舞台席，階段淺敷，第二列目の淺敷　　　　1エキュ’一
　第三列目の桟敷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20ソル
　平土聞席　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15ソル
　2・　イタリア劇団の俳優名。18名の俳優の名前が本名と芸名を併記し，出身
地を副えて挙げられている。そこにはMoliさreと親交のあったScaramouche
役のTiberio　Fiurelliや，パリで上演されたイタリア劇の台本集（Le　Th6atre
italien）を刊行したEvaristo　Gherardiも名を連ねている。なおそのリストは
1689年5月現在のものである。
　3・Arlequinの死をいたむ1688年8月付の詩一篇。
　4・　1688年11月2日におけるla　Folie　d’Octavioの上演とその劇にOctavio
役で登場した青年俳優についての記述。すなわち，その俳優は二枚目役で，同
じくイタリア座の俳優であるConstantin　de　Constantini（Gradelin役）の息
子であり，Mezzetin役のAngelo　Constantiniの兄弟であること，11月2臼に
初舞台を踏んで，人気を博したこと，七つの楽器をひきこなし，翌日にはさら
にオルガンをそれに加えたこと，歌も踊りも上手で体つきも堂々としていたこ
となどが記されている。
　5．Arlequin　Procureurの上演と成功。この劇は代訴人のペテン性をあば
き，世人の注意を喚起するという功績を残した。そうした功績との関連で，悪
徳を笑いものにしてこらしめたMoliさreの功績がとりあげられている。それに
続いて，Arlequin　Empereur　dans　le　Monde　de　la　Luneという作品はオペラ
Amadisの批判として書かれたこと，　Roland　le　furieuxを主題とする新作オペ
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ラはAmadisと同様に国王が素材を選んでQuinaultとLullyに創作をゆだ
ねたものであること，またオペラAmadisは王妃死去のため宮廷で上演する
ことを国王が望まなかったこと，そのオペラは歌詞，装置，音楽の点で評判が
よかったこと，La　Fontaineがはじめの方で国王をたたえる数行の韻文を書い
ていることなどが記され，さらに，別のところで公表された国王宛のバラード
のなかでLa　Fontaineは，死んだColbertのあとをうめるべく彼がアカデミ
ー入りすることを阻止されたのはみだらな作品を書いている作家にその地位が
ふさわしくないと判断されたためであると述べていることも合わせて報告され
一ている。
　7，Trivelinの埋葬に関する記事（Nouvelles　de　Paris，1・・mai，1671から
の引用）。
　8．Scaramoucheの墓碑銘二つ。
　そのほかに，イタリア座が自前で彼らの劇場を修復した後，そこにかかげた
銘文，La　seule　Troupe　des　Com6diens　italiens　entretenue　par　Sa　Majest6，
en　leur　Hostel　de　Bourgogne，1686，が記載されている。
　｛「
　以上，二つの同時代資料の内容を私なりに整理し，多少のコメントを加えて
報告した。
　なお，du　Tralageについては著名な地理学者で，立派なフランス地図を作
製したという以外にその経歴についてくわしいことはわかっていない。Chap
puzeauの経歴は次のようになる。　「シャピューゾ（サミュエル），パリ，1625
－1701。彼の一家は新教徒で，ポワトゥの出であり，法官貴族の家柄であった。
彼はシャティヨン＝シェル＝nワンとジュネーヴで教育を受け，ジュネーヴで
・はラテン語を習得し，そのおかげで後にエラスムスを翻訳することになった。
彼はイギリス，スイス，ドイツ，イタリアと数多くの旅をし，彼が歩きまわっ
た国々の有様を記述した。ヘッセン＝カッセル公妃の秘書，リヨンでの教授，
　　　　　　　（31）
オランィェ公ヴィレムの家庭教師，ジュネーヴ市民，パリでの寄宿学校長，最
後にはドイツのある王侯の宮廷での近習頭などの職や身分を次々に経た。大家
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族をかかえ，資力も乏しかったためにその生活は不如意であった。彼は旅行家
タヴェルニエの旅行記を編纂した。彼の演劇に関する著書は，17世紀において，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）俳優生活の実相に関する数多くの情報を提供してくれる唯一の書物である。」
七つの劇作のほかに数々の著作がある。なお，Monvalの解説によれば，彼は
16歳でフランスに戻ってから新教をすてるが，1644年に再び新教に戻り，それ
　　　　　　　　　　　　（33）がためにナントの勅令の廃止の後国外追放の憂目にあって，ドイツで生涯を終
えるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1972．10）
　あとがき．単語の綴り（特にアクセント記号）が現行のもと異なるのは原文
の綴りを踏襲したためであって，ミス・プリントではない。例：a語ntureなど．
注
（1）前出のNouvelle　Collectionと共にMoliさre関係の資料集を構成し，月刊雑誌
　　Le　Moli6riste（p．　p．　G．　Monval．1879．’4－1889．3，10　vQls）と並んでMollere
　　研究の基礎資料となρている。
（2）　この肩書きはHachette版Moliere全集（1893）の第11巻の記述にしたがった
　　　が，Monval版のChapPuzeauのテキストでは国立劇場オデオン座（Le　Th6含tre
　　　national　de　POd60n）のartisteとなっている。
（3）　イエズス会の経営する学院。
（4）Monvalの註では，修道院における上演としては，1757年8月7日に行なわれた
　　　リヨンのカプチン派の大修道院における『スカパンの好計』の上演が報告されて
　　　いるだけなので，・Chappuzeauがここで具体的に何をさしているのかは明らかで
　　　ない。
（5）Marie　Le　Jars　de　Gournay（1566－1645）。女流文学者。　Montaigneの養女6
　　　古典主義に対して16世紀の知的自由を擁護する。
（6）　31頁参照。
（7）commedia　de11’arteの軽業的な演技をさす。
（8）Martinenche：La　Comedia　espagnole　en　France　de　Hardy　a　Racine，1900．
（9）Martinenche　：opt，　cit．
（10）　E．Despois：Le　Th6atre　frangais　sous　Louis　XIV．1874．
（11）　P・M61さze：Le　Th6atre　et　Ie　Public　a　Paris　sous　Louis　XIV，165gL1715．
　　　1934．
（12）Bourgogne座のこと。
（13）Hauteroche，　Poisson，　Br6court，　Champmesl6，　La　Toriliereをさすものと恵わ
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　　　れる。3e　livreのXXXIVにはこの5人のほかにVilliersとMontfleuryの名
　　　が挙げられているが，前者は引退したため，後者は死亡したために省いたのであ
　　　ろう。
（14）五幕物の喜劇，1e　Riche　impertinentのこと（のちに1e　Riche　m6content，ま
　　　たは1e　Noble　imaginaireと改題）。1661年3月「王弟殿下の劇団」となった
　　　Moliさre一座にょってPalais－Royal座で上演された。
（15）　Lyon　dans　son　Lustre．
（16）地方巡業中Moliさreはもっとも多くリヨンに立ち寄っている。cf．　G．　Michaut：
　　　La　Jeunesse　de　Moli色re，1923；G．　Mongr6dien：Recueil　des　Textes　et
　　　des　Documents　du　XVIIe　Siさcle　relatifs　a　Moliさre　I，1965，など。
（17）　これは当時の長方形の舞台で演ずる場合にきわめて慎重な配慮を要する問題であ
　　　　った。cf．　J．　Scherer：La　Dramaturgie　classique　en　France，1950のCh　v．
　（18）Fr6res　Parfait：Histoire　du　Th6atre　frangois，15　vols，1734－1749のt．　VII，
　　　P。429。
　（19）　E．DespQis：opt，　cit，　p．190。
（20）‘ ｯ職が金で買え，世襲権iがある以上このことは単にMoliere一個の功績だけには
　　　帰せられない面もある。中世においてフランス王国の機構が整備され，官僚機構
　　　が確立されて以来，V6nalit6は良かれ悪かれひとつの伝統である。しかしこうし
　　　た状況のなかでも，職務を遂行する能力があるということが不可欠な条件ではあ
　　　　ったようだ。cf．　P．　Gaxotte：Histoire　des　Frangais，1，1．
・（21）　当時の宗教界の現状からみて，「全フランスの好意」というのは誇張である。
　（22）Bourgogne座のこと。
（23）Gu6negaud座のこと。
・（24）Bourgogne座とGu6negaud座。
　（25）Floridorの名が二つの劇団に出てくるが，彼は1637年にMarais座に入り，1643
　　　年からBelleroseのあとを受けてBourgQgne座のorateurの役を務めたので
　　　　ある。
?
　（26）　Vivot　et　La　Grange：Pr6face　de　1682。
　　　Perrault：Les　Homlnes　illustres　qui　ont　paru　en　France　pendant　ce　si6cle，
　　　1696。
　　　　Grimarest；Vie　de　Monsieur　de　Moli6re，1706。
　（27）　G．Michaut：La　Jeunesse　de　Moliごre，1923。
　（28）初演は1665年9月14日か15日に宮廷での祝祭の際行なわれた。作者自身のことば
　　　　によれば「5日間で作り上げた」即興的な作品である。そこに登場する5人の医
　　　者はそれぞれ実在の医者の調刺だとされ，そのうちd’Aquin（作品中のTomes），
　　　Gu6nault（Macroton），　Esprit（Bahis），　Yvelin（Filerin）はそれぞれ国王，王
　　　　妃，王弟，・王弟妃の待医である。
　（29）拙論：「騙す者と騙される者」（1），明大文学部紀要「文藝研究」，第24号（昭和
一35一、
　　　45年10月）o
（30）Com6die・Frangaiseのこと．後述するようにこれは1692年当時の状況の描写であ
　　　り，1680年にはGu6negaud座とBourgogne座はひとつになっていたのである。
（31）　ヴィレム三世。
（32）Dictionnaire　des　Lettres　frangaises：Le　dix・septi色me　si6cle，1954。　Monval
　　　のpr6faceにはChappuzeauについての詳しい解説があるが，簡単に要約さ．れ
　　　ている「17世紀文学事典」の解説を紹介した。
（33）　1685年。
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